青山荘　　フェイスシート

平成24年1月30日（月）　担当：馬渕　豊子　　　　　　　　　

	入　所　者
	氏　名　　藤村　翔　　様　　　　　男・女　　　　昭和58年3月23日生（28歳）

	
	〒039-1535　三戸郡五戸町字新丁26　　　　　　　　電話0178-62-5314

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	　平成14年2月頃（18歳時）
	罹 患 期 間
	約10年

	
	入院回数
	　　1回（一戸病院）
	延べ入院年数
	約6年9ヶ月

	医療機関
	青南病院（主治医　田名部Dr）
	外来受診日
	毎週月曜日

	医療区分
	社保
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無

	20,000 円
	　　有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級　（月額　6.6　万円）　＊家族管理

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青山荘、青陽館（月曜日・水曜日・木曜日）

	住まいの場
	　青山荘（入所中）

	入所年月日
	Ｈ　21年　10月　1日
	身長
	165cm
	体重
	71.0kg（1/5）

	最終学歴
	五戸高等学校卒業
	免許・資格
	自動車運転免許

ワープロ検定2級

	職　歴
	平成13年4月～平成14年2月　　鉄鋼所勤務

平成16年12月～3月まで　院内作業所（フラワーショップ）勤務
	

	保　護　者
	氏　名　藤村　誠　　様　　　　　　　　　続柄　父　　　（同居　・否）

	【入所目的】

生活リズムの確立と日常生活能力の再獲得を図る

	入院・治療歴　初診日

1　 平成14年5月～平成14年5月　　　　　　　外来　　　　　十和田市立中央病院

2　 平成14年9月～現在　　　　　　　　　　　 入院　　　　　岩手県立一戸病院

	生活歴　

　五戸町にて、2人兄弟の長男（第1子）として出生。五戸中学校・五戸高等学校を卒業。その後（平成13年）は、鉄鋼所に勤務（2年）する。平成14年2月には、自分の希望の部署につけず、また、職場の人がわかってくれないとの思いから退職する。以後、自宅に引きこもる生活を送る。次第に独語・空笑がみられ、同年4月頃から大声を出す、壁を叩く、ガラスを割る等の問題行動が出現。また、入浴もしない状態となる。

　平成14年5月末、十和田市立中央病院を受診するが通院中断し、9月には夜中に頻回に車で出かける行為がみられていた。また、「不意に家を出ようとする」「突然大声を上げる」等の問題行動出現した為、同月7日に岩手県立一戸病受診し任意入院となり幻覚妄想状態と判断されるが、本人が退院を希望したことから、翌日医療保護入院と切り替わる。

　平成15年1月には、症状が落ち着いたことにより任意入院となり、平成16年12月より院内の作業所（フラワーショップ）で店員として作業を行う。

　平成17年～平成19年では、ストレスが重なったとき等に幻聴が強くなり、大声を出したり物に当たる等という行動が年に数回みられていた。ここ2年間は、幻聴はあるものの問題行動は見られず、安定した病棟生活を送っている。

　上記より、主治医より退院を勧められるが、日常生活面において一部援助を要し、また、自宅には、祖母がいるが高齢であり両親も共働きとのことから本人の面倒を見る人がいないため、ある程度の日常生活能力を再獲得する為生活訓練施設入所を希望し、平成21年6月地域活動支援センターのぞみの自立支援員工藤氏、岩手県立一戸病院の加藤PSWより入所相談があり、平成21年10月1日入所となっている。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

・保護者は、藤村誠様（父）となっている。

・主に母様が協力的であり、一戸病院での家族教室にも参加していたとのこと。

・弟とは、あまり話しをしないとのこと。

・家族関係は比較的良好。

・入院中は自宅外泊を行っていたとのこと。しかし、家族には、病状悪化時の印象が強く、特に母様は本人にどのように接したらよいか、今後どのようにしたらよいか等強い不安を抱いている。

・入院中は、月1度のペースで自宅外泊（3～6泊）を行っていたとのこと。

・今後については、自宅には祖母がいるが高齢であり、合わせて両親も共働きの為、日中、本人の援助をする人がいない。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年1月30日（月）

	氏　名
	   藤村　翔　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　58年　3月　23日（28歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：自立生活を目標に生活技能経験と社会資源利用で物事への関心を示す。

短期目標：自宅外出と生活体験を通じて柔軟性ある関わりを身につけて家族、周囲の人とかかわる。
　　　　　病状がある時の対処方法を経験し、落ち着いて過す。（頭痛・イライラ感・独語・不安感）

	これまでの経過（前回評価日H23年10月31日）

	【前回の問題点】

①服薬自己管理　②病状理解　③家族支援　④金銭管理

<最近の病状・服薬>

・頭痛、吐き気の訴えが11/17、18、1/7ありスタッフ訪室、話しを聞いている。

症状について尋ねるが自分から説明するのは難しいと話して、頭部前の方と抑える。
吐き気は自ら「お腹がすいたからかな」言い不調を伝える事が出来ている事を評価する。

　・11/24～30頃ミーティングや自主会で新体系移行内容を説明するが、表情硬く瞬きしたり、首をかしげる等の落ち着かない動きでイライラ感が見られる。

　・24、25イライラした様子ある。理由はゲームを攻略できなかったことがストレスにもなる発言聞かれる為、ゲーム購入で同行支援。発散して十分楽しむよう説明する。

・28日デイケアでもイライラした様子あり、プログラム中声がけすると「あとちょっとでミーティングが終わる」と場に合わないちぐはぐな返答聞かれる。幻聴はないと答える。
・幻聴は11/30夕食後自室前廊下。1/16、17、20も掃除中（トイレ）廊下、階段等移動中に聞かれるが、
他者気配があると何事もなかったように静まる。

・服薬自己管理は忘薬、誤薬はなく定時服用。自宅外泊時も同様に管理良好。振り返りで「大丈夫出来ている」と返答するまでになる。
<日中活動・デイケア利用・青山荘>

・デイケア通所週3回で（月、水、木）。ＳＳＴプログラムでリーダーもやり、自分なりの意見を話しているエアロビ、レクダンスの運動プログラム行えていると自己評価する。
・青山荘在所（火・金）週間スケジュール通りの活動出来ている。
・毎週火曜日に行っていた夕食作りの自炊は1月から他者との調整やメニューが飽きるという理由でもうやめると言い、促すが参加拒否されている。

・<週間スケジュール>
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　<対人交流> 

・他者とゲームの話題で会話、効略本を貸してもらう約束をして共通話題が見られる。
・11/19、27事前に約束をしてから他者3名と昼食、カラオケで街に外出して楽しむ。

＜自宅外出・外泊・家族関係＞

・家族と12/18九戸温泉、12/27バス利用で自宅外出。行きのバス（松園町～八戸駅間）乗車に不安あると
相談があり支援。不安な事を自分の言葉で伝えた事を評価する。

　・11/25～12/2父様検査入院したと母様から直接聞いている。お見舞いの促しするが「連絡だけだからいらないと思う」と解釈されて、それ以上進まずあっさりしている。

　・年末年始（12/30～1/3）自宅外泊。日常的に家族との外出も勧めるが、「何も用事がないから」と返答

<その他>

・金銭管理、概ねATM利用はメモを参考に操作可能。お金の使い方が用途不足で視野が広がらない。

・下着、衣類更衣の変化がなく洗濯量少ない。衣類、生活用品の購入を必要性に応じて促すが関心が薄く足りていると言い拒む。カラオケ、ランチを楽しみにして誰とでも街へ外出バス利用体験中。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 服薬自己管理（継続）

（4段階）

②病状ある時の対処方法を経験体調変化の気づく
（頭痛・イライラ・独語・不安感）


	・服薬自己管理4段階にステップアップして2ヶ月経過。

昨年11月下旬までは不安解消方法で服薬後残包を服薬ボードに入れる方法をとるが、自己管理出来た事で自信を持てるような発言も聞かれている。今後は残包のセットはせずに処分し、服用の見守りを行う
・受診時など定期に体調を尋ねて溜め込まないよう促す

（頭痛、イライラ感、独語、不安感）

・11月、1月独語が断続的に見られる。他者会話や意見交換などで話をする機会をもつ事で緩和されている効果もある事を伝え定期に傾聴する。

・症状がある時の対処方法を実践、（散歩、外出、ゲーム）
体調変化に気づき自分なりの言葉で伝えられるよう面談等で情報整理の介入行い現実検討の振り返りを促す。


	3ヶ月



	3 家族支援（継続）

（自宅外出泊バス利用）

4 金銭管理（継続）
（有効的な金銭使用）


	・家族と予定が合えば自由に自宅外出できる事を促す。

不安なくバス移動、障がい者手帳利用が行える事を目的に勧める。
・荘内で体験した自炊プログラムを自宅でも行い、家族に披露して本人の自信につなげる。家族からも喜んでもらい良い評価を得て良好な関係性をつくる。

・金銭自己管理ATM利用、支出入を実行。１ヶ月分の生活費の入所料支払い、調理教室代支払い行う。
・支払い分生活経費以外の衣類購入、生活用品出費の経験が少ないので生活用品と余暇支援でも充実した体験ができるよう有効的な金銭出費を経験する。

	3ヶ月
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